
 度会町ふるさと歴史館だより令和８年７月（夏号）        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休みは歴史館で体験を！ ①勾玉をつくろう！ ②土器をつくろう！ 

恒例の夏休み体験講座、今年は２種類の講座を開催します 

 

①勾玉つくり体験…自然石を自分の力で削り出し、磨き 

上げて自分だけの勾玉を作ります 

         体験時間はおよそ２時間、期間中に 

６回開催、大人も楽しめます 

 

②土器つくり体験…粘土を使ってコップや縄文土器、 

置物など自分だけの好きな形の土 

器を作りましょう 

形を作り上げるところまでおこな 

い、後日講師の先生に焼き上げて 

いただきます 

           

体験講座の申し込みについて 

① 勾玉つくり体験（申し込み不要、お好きな日時を選んでご来館ください） 

 開催日時  7 月 23 日・26 日・8 月 6 日（３日とも午前 9 時 30 分から・午後 1 時 30 分から） 

 対  象  園児から大人まで（小学３年生以下は保護者同伴） 

 参 加 費  ３００円（材料代） 

 注  意  マスク持参（削った石の粉を吸わないため）・汚れてもよい服装でご参加下さい 

② 土器つくり体験（事前申し込み制、下記をご覧ください） 

 開催日時  8 月 9 日（午前 9 時 30 分から・午後 1 時 30 分から、体験時間は約２時間） 

 対  象  園児から大人まで（小学３年生以下は保護者同伴） 

 定  員  午前 10 人、午後 10 人 

 参 加 費  ５００円（材料代） 

 講  師  伊勢阿吽
あ う ん

窯
がま

 薮
やぶ

谷
たに

尚子
な お こ

さん 

注  意  汚れてもよい服装でご参加ください 

ご 案 内  土器の焼き上がりは１～２か月後となります。 

      後日、役場環境水道課主催（住友電工株式会社共催）で「みんなのメタコルラボ 

CO₂アップサイクル体験教室」を開催します。その際に今回の土器つくりで 

焼きあがった土器に絵付けをおこなう体験ができます。なお、体験教室は別途 

役場からご案内します。 

 

＊ 申し込みの締め切りは７月３１日（金）  右の QR コードから、 

または電話にて教育委員会 0596-62-2422 へお申し込みください 
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七 夕 飾 り 
 

 

 

度会町
わたらいちょう

ふるさと歴史館 （三重県度会郡度会町中之郷 1025 旧小川郷小学校内） 

      開館日 毎週木曜日（第 5 木曜日は休館）と第２・第 4 日曜日 （開館時間 9 時～16 時） 

お問い合わせ・連絡先  〒516-2195 三重県度会郡度会町棚橋 1215-1  度会町教育委員会 

                        TEL.0596-62-2422  FAX.0596-62-1647    kyoi@town.watarai.lg.jp 

 

 

５月から開催中の「麻加江のかんこ踊り」（町指定無形民俗文化財）写真展は７月１２日（日）に

終了後、場所を地元麻加江に移動し展示します。 

 

場 所  医療福祉複合型施設 

      わたらい 

   （旧中川小学校 １階ロビー） 

開催日  ７月１６日午後～３０日 

     (土・日・祝日を除く) 

 時 間  午前９時～午後４時 

 観 覧  無料 

                         ふるさと歴史館での展示風景 

ミニパネル展示は場所を変えて地元の麻加江で開催！ 

 

 

７月１６日（木）午後から７月 30日(木)まで  旧中川小学校にて展示 

 

 

 

麻加江のかんこ踊り 
世古道也さん撮影の写真で訪ねる〝ふるさとの宝〟 

7 月７日は七夕。自宅で短冊にお願い事を書

いて七夕飾りを飾るご家庭も多いと思います。 

さて、七夕は中国では乞巧奠（きっこうてん）

と言い、７月７日の夜に織女星に向かって裁縫

や手芸の上達を願う女性の行事でした。それが

日本へ奈良時代に伝わり、平安時代には宮中行

事として貴族たちが梶の葉に歌を書き、歌の上

達を願うかたちで行われていたそうです。 

一方、日本には「棚機
たなばた

つ
つ

女
め

」という神さまに

布をささげるために、棚のそばで布を織る乙女

の信仰があって、この習俗と乞巧奠が結びつい

て、７月７日の夜に願い事を短冊に書いて笹に

飾る今の七夕の形ができあがったそうです。 

今年も歴史館の玄関に七夕飾りを飾ってい

ますよ。 

 

一之瀬・小川郷合同老人会主催の世代間交流会より提供を受けました 


